
受発注の改善やフードバンク団体等への提供、AIを活⽤した需要予測システムの導⼊、スーパー等
への納品期限をオーバーした商品を消費者等へ直接インターネット販売を⾏うなど、サプライチェー
ン全体を通じた⾷品ロス削減に取り組み、１年間あたり300トン近くの⾷品ロスを削減している。

内閣府特命担当⼤⾂（消費者及び⾷品安全）賞

株式会社⽇本アクセス

〈冷凍ミールキット〉

PHASE２︓売りきる PHASE３︓配る PHASE４︓リサイクルPHASE1︓ロスを出さない

〈インターネット販売サイト〉 ＡＩを⽤いた需要予測・発注最適
化のソリューション導⼊

 廃棄ロス削減のための商品開発

 必要な消費者へ直接販売

 必要な⼈への寄付
 フードバンク、⼦ども⾷堂、その他福
祉施設等への寄贈

 意先・関係者で連携した寄贈の仕
組み構築

 飼料化、肥料化、メタン発酵
 リサイクルループ

〈寄贈〉

〈フードドライブ〉

〈ベイシアとの連携（リサイクルループ）〉


